




研究計画 

加齢に伴う妊娠への影響を検討するために本年度は過去に報告された内外の文献約 2,000

論文について詳読を行い,可能な限りメタアナリシスを実施した。さらに研究班所属の分娩

統計,東京都母子情報センターの集計,約40,000例を対象に分析を行い,prospective study

のための項目設定と妊娠に対する utility 測定実施のための基礎研究を行った。 

研究経過 

分担研究班 5 班を構成し,妊娠合併症,妊娠偶発合併症,妊娠前管理についての文献検索を

行った。米国厚生省expert group による妊娠管理の勧告書“Carmg for our future''を分

担詳読し,その内容について open forum を行い,パネル討議を実施した。統計解析では

40,000 例の症例について母児の異常を抽出した。妊娠についても utility 測定に関する具

体的な討議を行った後,特定の施設において preliminary な計測を実施した。 


